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ありがとう！目の不自由な私から　目の不自由な私は、周りの状況が良く分かりません。横断歩道を渡る時など、近くの人が声をかけてくれるととても安心です。
あなたの「今、青ですヨ」の一言を待っています。こころのバリアフリー
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土地が刻むまちの足跡を残す
　市では、遺跡（埋蔵文化財）を文化財保護法にのっとって保護しています。遺跡はその
ままの状態で残す「現状保存」が原則ですが、家を建てたり道路を作ったりすることで現
状保存が難しい場合は、発掘調査を実施して記録を残す「記録保存」を行います。土地の
中に存在する遺跡は、一度壊れてしまうと二度と元に戻らず、そこにあった歴史や文化
が分からなくなってしまいます。そのため、茅ヶ崎市だけでなく、日本の歴史・文化の
正しい理解のために、遺跡を適切に保護する必要があります。

新たに分かる茅ヶ崎の歴史
　市内の大規模な遺跡発掘調査は、
1981年の新湘南国道建設に伴う発掘
調査から始まり、総面積は約24万㎡
（東京ドーム５個分）にのぼります。
　これまでの発掘調査で、市北部では
縄文時代の貝塚が5か所見つかり、下
寺尾や芹沢では弥生時代の環
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集落（堀
に囲まれた集落）が発見されています。
古墳時代の集落は円蔵や西久保、元町
などで多く確認され、元町には石神古
墳という前方後円墳も確認されました。
　律令国家になった奈良時代には、
相
さがみのくにたかくらぐん

模国高座郡を治めたと考えられる郡
ぐう

家
け

（現在の役所的機関）が下寺尾の台地
にあり、そのすぐ脇には同時代の寺（下
寺尾廃寺「七

しち

堂
どう

伽
が

藍
らん

跡」）があったこと
から、下寺尾の土地が中心的役割を担
い、現在の大和市から茅ヶ崎市の南北
に長い地域を治めていたことが分かり
ました。
　昨年度の発掘調査は例年に比べて非常に多く、19件
実施しました。本村では古墳時代の集落、菱沼や下町屋
では奈良時代、平安時代の集落が発見されました。小桜
町の国道１号沿いでは、分厚い砂に覆われた平安時代の
集落も見つかりました。
　今回の遺跡調査発表会では、懐島周辺（西久保、円蔵、
浜之郷）と砂州・砂丘（赤羽根、本村、松林、菱沼、小桜町）
の2つの地域に分け、各地点の調査成果をつなぎ合わせ
ながら、地域の歴史・文化を分かりやすく解説します。

第30回遺跡調査発表展示会
　2018年度に行われた市内19地点での発掘調査の成果発
表と、出土した文化財の展示を行います。

発表会
日時　12月8日㈰
　　　10時～16時20分
場所　�市民文化会館� �

小ホール
内容　�基本報告	 本村 前ノ田遺跡第5次調査� �

特別報告	 国指定史跡の調査� �
	 下寺尾 西方遺跡第6･7次調査の概要

　　　セッション1	 懐島周辺の発掘調査成果について
　　　セッション2	 砂州・砂丘地帯の発掘調査成果について
定員　400人〈当日先着〉

展示会
日時　12月5日㈭～10日㈫
　　　10時～18時
　　　最終日は15時まで
場所　�市民文化会館1階� �

展示室

第30回記念事業
　40年に及ぶ遺跡調査の成果から見た茅ヶ崎の歴史を解
説します。シンポジウムでは、県内各地から発掘調査のス
ペシャリストが集い、議論します。
日時　12月15日㈰10時～17時
場所　高砂コミュニティセンター
内容　第1部　�座談会「茅ヶ崎発掘40年～発掘調査が明ら

かにしてきた茅ヶ崎の歴史」
　　　第2部　�シンポジウム「遺跡調査発表会を考える～

遺跡調査成果をどのように公開するか」
定員　110人〈当日先着〉

　市内では現在216の遺跡が確認され、下町屋にある「旧相模川橋脚」、下寺尾にある「下寺尾
官
かん

衙
が

遺跡群」と「下寺尾西方遺跡」の3つが国史跡に指定されています。毎年多くの遺跡で発掘
調査を実施し、その成果を市民のみなさんにお知らせする遺跡調査発表会は、今年で30回の
節目を迎えました。この特集では、茅ヶ崎の遺跡発掘調査の一部を紹介します。

【社会教育課文化財保護担当】

今年の西方遺跡での発掘調査は、9月～12月に毎日10人程度で行わ
れています

昨年度の七堂伽藍跡発掘調査で発見
された土器と寺の瓦。ここで仏事が
行われた可能性があります

2018年度は市域南部を中心に発掘調査が行われ、奈良・
平安時代の集落の跡が確認されました
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